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Effect of the cyst fluid concentration of iron on infertility in patients with ovarian endometrioma 

 

卵巣子宮内膜症性嚢胞の嚢胞液鉄濃度が不妊に及ぼす影響について 

 

  Mika Nagayasu, Shogo Imanaka, Mai Kimura, Sachiyo Maruyama, Naoki Kawahara, 

Hiroshi Kobayashi 
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論文審査の要旨 

 

卵巣子宮内膜症による慢性的な骨盤内炎症は不妊症の一因とされてきたが、不妊症に

寄与する因子は明らかにされていない。申請者は、卵巣子宮内膜症性嚢胞患者の不妊に

及ぼす嚢胞液の鉄濃度の影響を検討した。2013 年から 2019 年の間に当院にて組織学的

に卵巣子宮内膜症性嚢胞と診断した 77 例を対象とし、現在不妊症である群（不妊症群：

32 例）と、不妊の訴えのない群（非不妊症群：45 例）の 2 群に分け、後方視的に解析を

行った。 

不妊症群は非不妊症群と比較して年齢は低く、鉄濃度は非不妊症群に比べて有意に高

かった。単変量解析により、診断時年齢（<38 歳）と総鉄濃度（>326.6 mg/l）が抽出さ

れ、多変量解析にて、年齢および嚢胞液の鉄濃度は、卵巣子宮内膜症患者における不妊

症において独立した寄与因子であることがわかった。更に、不妊指数（鉄/年齢比>8.37）

を定義し分析を行ったところ、不妊指数は、不妊の重要な予測因子であった。本研究に

より、卵巣子宮内膜症嚢胞を合併する患者の不妊症を予測する上で、年齢と嚢胞液の鉄

濃度が有効な因子となりうると考えられた。 

公聴会においては、鉄とサイトカイン・マクロファージとの関連性、不妊指数が若年

者で上昇する理由、本研究結果から考えられる手術のタイミング等について、質疑応答

がなされ、十分な考察のもと適切かつ的確に回答した。今後 MRI や近赤外線を用いた非

侵襲的な嚢胞内容液の測定方法と組み合わせることで、これら不妊症患者への適切なタ

イミングでの治療介入が可能となる可能性も期待され、博士課程の学位論文としてふさ

わしいものと考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに女性生殖病態制御医学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。 
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